
 

 

 

ナツフジ（マメ科） 

つる性の落葉低木で淡黄白

色の花を付けています。 

園内各所で見られます。 

学名は Salvia japonica です。 リョウブ（リョウブ科） 

開花中です。 

キキョウ（キキョウ科） 

秋の七草の一つです。 

   

カワラナデシコ 

（ナデシコ科） 
秋の七草の一つです。 

ゴルフボールに似ているの

で、発生するとすぐ蹴飛ば

されてしまいます。しばら

くすると紫色の胞子が飛び

始めます。イベント広場で

見られます。 

ミツバアケビの若い実 

（アケビ科） 

若い実が立派に育っています。 

ミツバアケビの若い実が

見られます。 

スミレホコリタケが見られます。 

コジキイチゴが見られます。 

ナツフジが見られます。 

科名がユリ科→ススキノキ科→

ツルボラン科と変わってきてい

るようです。 

コマツナギ（マメ科） 

駒繋ぎ  
和名は馬を繋げるくらい幹が丈

夫なことからこう名付けられて

いるそうです。 

   過去の「みどころ」はＨＰの 
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ヤブカンゾウ 

（ツルボラン科） 

 ス
ミ
レ
ホ
コ
リ
タ
ケ 

（
ホ
コ
リ
タ
ケ
科
） 

カノコユリ（ユリ科）鹿の子百合  
花弁の鹿の子模様からこの名前が 

付きました。 

セイヨウニンジンボク 

（シソ科） 

淡い青色の花を 

咲かせています。 

コマツナギ、キキョウが

見られます。 

   

セイヨウニンジンボクが 

咲いています。 

ハナハマセンブリが咲いています。

れます。 

カノコユリが咲いています。 

ヌマトラノオが咲いています。 

ヤブカンゾウが見られます。 

ネジキ、リョウブ、 

アキノタムラソウは 

園内各所で見られま

す。 

 

キキョウ、カワラナ

デシコは下池周辺で

見られます。 

ショウジョウトンボの雄（トンボ科） 

真っ赤なトンボです。 

茎や枝に密生する紅紫色の腺毛とかぎ

状の刺が目立ち、太陽に向かって逆光

にして見ると大変美しいです。和名に

ついては「甑苺（コシキイチゴ）→乞

食苺（コジキイチゴ）」となったとい

う説があります。なお「甑（こし

き）」とは、「穀物などの蒸し器」と

のことです。 

ハナハマセンブリ 

（リンドウ科） 

帰化植物ですが、遠くから

でもよく目立ちます。 

ヌマトラノオ 

（サクラソウ科）沼虎の尾 

和名は湿地に生える尾状花

序の植物を表しています。 

ネジキの若い実 

（ツツジ科） 

実が成熟すると緑色から

茶色くなり裂開します。 
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コジキイチゴ（バラ科） 


